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ここでは「どうやるか」を表す情報を「行為情報」と呼びます。本テーマでは、行為情報コンテンツのあり方、
提示方法、閲覧方法をデザインします。行為情報は「何かを行うための情報」であり、行為を行うその時に

取得できるのが最も効果的です。「行為」と「そのための情報」が分離されないデザインを実現してください。	  
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広大なデザイン解空間から最適解を導く方法を学ぶ	  

アイデア実現に必要な知識や技術は実施者を使う	  
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